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・研究手帳・

戦後における
ドイツ農業の

歩み

河辺敬太郎

第2次世界大戦後における蔭

ドイツの農業ははなはだしい変

化を招いた。戦前ドイツに於け

る農業地帯は主として現在の東

ドイツに在り，西ドイツにおい

ては低ザクセン地方や北ライン

地方等を除いては平坦地に乏し

く，むしろ鉱工業，林業並に酪

農地帯とも称すべき地帯であ

る。この西ドイツに戦後，外国

からの引揚者や東ドイツからの

逃避者が殺到して，1935／38年

にはベルリンを含めて西ドイツ

の人口は4120万入であったもの

が昨年では5370万人と急激な増

加を示している。限られたる国

土に多くの人口を擁して食糧政・

野上からも農業の発展に多大の

努力が払われてきたにもかかわ

らず，人ロー人当の農用繭積の

割合は漸減を続け1935／38年に

0．35晒であったものが1958年で

はG．27階に過ぎない。

　西ドイツ全面積を大戦直後と

現在とでその利用の状態により

対比すれば下記の通りである。

農　業　利　用　面　積

　　畑　　1薪　　積　　｛

　　菜　園，果樹園，葡葡畑

　　永年牧草地
森　　　林

その他農業利用地以外

　　荒　蕪，未墾地　　｝

　　利用されない泥炭地

　　建　物，道路聖地等

　　河川，湖沼，水路
総　　　計

1935／38年

1000晒
14，612

8，609

　470
5，533

6，952

2，975

　930

　298
ユ，391

　356
24，539

％

59．5

35．1

　1．9

22．5

28．4

12，1

　3．8

　1．2

　5．7

　1．4

100．0

1959年
1000随 ％

1噛，197

7，9％

　555
5，646

7，020

3，2圭8

　688

　189
1，935

　406
24，435

58。1囁

32．7

　2．3

23．1

28。7

13、2

　2．8

　0．8

　7．9

　1．7

100．0

　上記の表の申で特に着目に値

するのは畑面積の減少であっ

て，約40万晒も減っており，こ

れに反して建物，道路用地等で

は54万晒も増加している。　號

蕪，未墾地並びに泥炭地では併

せて35万隔も減っているのは土

　　　　　　　　　　　ω

地の改良や開拓が積極酌に行わ

れていることを物語るものであ

り，それにもかかわらず，わが

国と同様に農地の転用がこれに

上翻ってはなはだしいことを物

語るものであろう。

　現在西ドイツにおいて農業経

農業利用面積による経営階層別戸数

営規模がどんな傾向を持ってい

るかを知ることは興味深いもの

がある。勿論戦後蓉ドイツにお

いては農地の開放は行われなか

ったので大農家や大農場も数は

少いながらも現在している。

（単位　1GOO戸）

年次lo5嘱2晶5囑10一馴20一5粘150一闘 100晒
　　　　合　　計
　以上

1949
1959

583．1

520，0

5窪3．9

428．6

4GO．7

359．8

254．8

277．9

112．4

且18．7

12．7

13．4

3、0

2．8

1911

三721

（ロ）階罎別農業利用面積 （単位　1000戸）

年　　次

1949
1959

05一 冾Q晶5－1島10－2闘20－5闘50－1闘 100階
　　　　合　　計　以上

6：36

557

1807

1424

2840

2593

3525

3861

3245

3420

826

870

561

494

13437．

13217
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　これによって見ると10晒以下

並びに玉00晒以上の経営階層は

戸数，面稜共に減少し，10－10G

晒の階層がそれぞれ増加の勢を

示している。これで見ると1戸

平均7．6層目なるが，尚上記の

表では0．5晒以下の零細農家が

省いてあるので，1950年度の

6．8階に近いものであろう。

　現在における主要農作物の作

付割合を大別すると

　　　　　紙器1959年

禾穀類59．959，761．7
根　菜類　　22．2　　24．3　　23．2

飼料作物　　14．2　　13．1　　12．2

休閑地　0．5　0．5　0．5

其他の作物3．2　2，4　2．4

　1汁　　　100。0　100．0里00．O

　上記の中，禾穀類では小麦，

大麦共に作付増を見せて1935／

38年に13．1％並びに9．4％であ

ったものが1959年には炎’々工6．6

％と11。8％になっている。

　撰葉類では幽翠の作付増が著

るしく，戦争直後ではわずかに

1．5％であったものが昨年では

3．6％になった。

　特に注目すべきは各種作物共

に晒当りの収蚤が著るしく増加

したことである。

　主要作物についてその増収の

経過を示すと下記の通りであ

る。

年 次 鶴・イ剥細小蛎船馬鈴薯1甜 菜レ・一・噸

1946　　19婆8

1949－ 1951

1952　　 1954
1～｝55－ 1957

　　1　9　5　8

　　1　9　5　9

2．60

2．32

2．46

2．51

2，51

2，7夢

1．78

2，73

2．71

3．G5

2，85

3。4i

16．4

21．94

2L75

22。77

21．63

21．，3

24．10

32．41

34．65

34。工5

39．58

28．45

4．38

6。08

6．21

6，77

7，24

6．14

　なお1959年度，北欧は稀有の

皐魅で甜漿や牧草類は著るしい

減収をみ，結果飼料の大暴騰を

きたし畜産に大打撃を与えた年

であることを特記巷ねばならな

い。

　かように農業条件の比較的悪

い西ドイツにおいて生慶性のi著

るしい向上の蔭には亭亭の施設

並に襲家の不断の努力が払はれ

ているのは勿論であるが，一方

工業面の飛躍的な発展に伴う労

力の不足ははなはだしく，農榮

労働賃銀を騰費させ，その工時

間の労賃は戦前私の夜漏当時か

らみると1璃の労賃に匹敵する

こととなり，ひいては農業の機

械化を余儀なくされるようにな

った。その一例はトラクターの

普及である。

　これと反比例して役屠畜は激

減の一途を辿っている。すなわ

ち

　　　　　　　　1935　　1958
　　　　　　　　／38　／59

役用蕃（単位重000頭）

　3才以上の馬匹

　役　用　牡　牛

　役　用　牝　牛
　100晒（農用蘭
積）当り畜力換
　算頭数

ξ’トラクター

　台数（1，000台）

　1台当り平均馬
　力数　　一．

　工00晒当リトラ
　クター馬力数

1256

315

1972

826

　59

1028

13．2　8，0

20，　　696

25．0　　18．9

3．4　92．4

農用トラクターの普及は著る

しいものがあり，、その後昨年7

月i臼発表によるとわずか半年

の問に4・5万台を増加し74

万台を超えた。更にまた畜産部

門においても同様機械化が行わ

れ，1949年5月にはミルカーの

使用はわずかに5596台であった

ものが互958年未には17。5万台に

延びている。

　肥新の晒二三用量もまた増加

の一途を辿っており，生産性の

向上に一役を演じている。すな

わち

19工1－13

1935－38

1958－59

市　販　肥　料

N
　羅
4．9

19．8

40．4

・…1…陣・

17．4

25．7

44．6

13。2

37．6

70．6

　璽

53．0

50．5

厩 肥

・i・…K・・磁・

25．6

3蔓．1

鯵，0

12．8

17．0

22，0

35．8

47．7

61．7

　概
25．6

34．1

44．0

　余白も少いので密産の動きに

ついて述べることは他の機会に

譲るが，この贋肥による4要素燈

からみても役用畜の減少にもか

かわらず飽の家蕾によって自給

肥料が増産されていることが判
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る。

　勿論西ドイツといえども農業

生産物の生趨費は増加してい

る○大戦直後の1938年度を100

とすると

　　　　　　　　　1950　　圭958
　　　　　　　　　／5重

　農産物の生産費　　166

　生産資材の購入費163

肇：撃誇糖綴駄159

、む）

／59

216

20，

284

　それにもかかわらず穀物単位

で1，000漣を基準として大戦野

畑と現在を比較すると

　　　　　　1935／38　　1958／59　．

（1000延）（1GOO斑i）

植産物　　8230

畜産物　25070
合　　　　言卜　　　33300

12311

33831

46145

　これでみると藪ドイツでは狭

められた国土において畏業生産

が飛躍酌に延びていることが判

る。最後に主なる食糧品の1人

当消費量と其の自給度を示すこ

と。

食料贔工人当消費最（班） 自給度

年 次

パソ用麦粉
馬　　鈴　　薯

砂　　　　　難

癖　　　　　鎌

止　　　　　肉

牛　　　　　乳

牛　　　　　酪

乾　　　　酪

其の他の脂油

卵とその化工贔

窃・／5中・58／・・

98。8

王84．0

27．4

36．6

　6．9

110．0

　6、3

　3．9

15．5

12．5

82．5

工42．0

29．0

53．3

17．9

1重2．4

　6．4

　4，5

18・9，

重2．5

195G／51

　％
52

100

66

9G

87

100

91

78

26

70

1958／5，

　％
7三

99

ioO

87

68

100

97

59
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　本篇の数字は　Sta重ist三scheS

∫ahrbUCh　iiber£rn三月hrung

Landw1rtscllaft　und　Foresten．

及びDeutsche　Landwirtliche

Presse，　Die　Landwirt1重ched

er　Bu貸desrepublik　Deutsc

hlandに拠る

肥料に関する

り一ビツヒと

自一スの論争

渡　辺 侃

英國王立農業協会誌∫ournal

of　Royal　AgriculturalSociety

of　Englandの｝巻からX四巻

（1840～1856）を先｛毎三メヒ海道大学

経済学部図書室に入れた。その

最後のものの内にリー・ビツヒの

論文∫us重us　Baron　von　Liebig：

OR　Scme　Points　on　Agricu

Itural　Chemistry　があり，ま

たVlll巻（1848）及び畑巻（18556）

にロースの論文」．B。　LaWeS；On

Agricultura1　Chemistry及び

Dltto，　espr．三n　Relation　to

Milleral　Theory　of　Baro徽

Liebigがある。独逸学者の理

論主義と，英知学者の実証主義

とが対立して興味があるから紹

介する。

　rリーゼツヒが肥料三要素ぐ窒

素，燐酸及び茄里）学説を大威

したべであることはいうまでも

ない◎しかし施肥の原劉として

無機鉱物質のみを必要としたこ

とは実際上適当でなかったと思

われる。彼は理論を極度に強調

し誇示した。上記論文の末尾に

ベーコン郷を評したマコーレー

の言葉を引用している。　ミ彼は

この道の測董計画者でも建設者

でもまた発海里でもないσただ

この道のみによって達すること

のできる限りなき富みの由に万

属の注意を初めて呼んだ人だ。

この這は以前に百姓やLU賊が踏

み分けただけのものだったが，

喬級の旅行者が遍行ずるように

なった。ミリービツヒは，みず

から発見者だと誇らず，宣伝者

だとへりくだっている。が，そ

の論争の激しさからみれば，誇

らなかったとはいえない。

　i論争の相手はとくに英国の農

芸化学者ロース《ロータムステ

ツド農業試験場創立者の一入）

で，窒素分の施用が作物増収の

最有効の方法だとするに対し，

リービツヒは土壌中鉱物成分が

作物に吸収されるだけ補2つるべ

きものとするのであった。

　り一ビツヒは書いている。

　ミ農学者や一部門科学者または

化学者，例えばシユペルツ・テ

ーア・ペルツエリウス・ゲーリ

ユサック・ブーサンゴー・パエ

ン・ドソーシユール等は土壌の

肥沃度と堆肥の効果を，腐植ま

たはその中に含まれる麿機物に

帰している。石灰，石膏等の鉱

物質が増収をもらすとすればそ

れは刺激作用の故とするものも

あった。しかしジービツヒは炭
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